




　本論は愛知大学名古屋校舎の W401教室に導入された CALL（Computer Assisted Language 
Learning）システム，CaLabo EX version 6.6（CHIeru 株式会社）の機能をいくつか使用し，







ど，さまざまな観点から授業を観察し 2012 年度を終えた。本論で紹介する機能は，CALL の機
能の中でも基本的で，簡単な操作で行えるシンプルなものである。多くの先生がたに本大学に













































































English, TOEIC I, TOEIC III, Reading 
I,II で あ る。Practical English は 国 コ
ミを除く名古屋校舎における全ての学部
の 2 年生が受講する春学期のみの半期科
目 で あ る が，1 年 生 の Communicative 


























　CD や DVD の 音 声 や 動 画 を，Movie 
Teleco と 呼 ば れ る オ ン デ マ ン ド 機 能
を利用し，その場で学習者ファイルと





















































































































































































































































　CALL 機 材 に は， 多 彩 な e-learning
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